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                                       要 約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に E
RIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきて
いる。その継続研究として 1995 年の文献について取り上げ分類した。 
 また，1980年から 1995年までのこれらのキーワードに関する文献数を再度検索し整理した。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者( 1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および 
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance,school dropouts,school phobia,school  





DIALOG データベースの ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)を用い，文
献検索を行った。これらの中から不登校との関連が考えられるものについて，キーワード毎に
分類した。 
 1995 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 20 件，school dropouts に関す
る文献が 15 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献が 2 件で
あった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する文献が 13 件，sc
hool 
dropouts に関する文献が 14 件，school phobia に関する文献が 3 件，school refusal に関す
る文献は 7 件であった。これらの 75 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 36 件につい
て，キーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 なお，不登校との関連領域に当たるキーワードについて，継続研究を含めて 15 年分の蓄積と
なってきているので，1980 年から 1995 年までの文献数を整理した。 
 Ⅱ 1980年から 1995年までの ERICおよび PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における文献数の推移 
 school attendance，school dropouts，school phobia，school refusal の各キーワードに




れぞれのキーワードについて 96 年 6 月現在で再度検索を行った。これまでの研究で示してい
るように，文献数が必ずしも不登校に関する文献数そのものを表してはいない。しかし，全体
的な傾向を把握することは可能であると考える。 
 school attendance に関する文献
は，ERIC では，40 件前後で 1980 年
以降推移してきているが，89 年をピ
ークに 90 年からほぼ一定であった
が，94 年 24 件，95 年 20 件と減少し
てきている。PSYCHOLOGICAL ABSTRA
CTS では，82 年 67 件，86 年 62 件と
極大を取りながら 50 件前後の文献
数を示していた。86 年以降 88 年の 3
5 件まで下降した。その後 92 年の 78 件まで上昇してきていたが，それ以降 95 年の 13 件まで
減少してきている。 
 school dropouts に関する文献は， 






しながら，90 年の 74 件まで上昇し
てきていたが，90 年代に入り減少し，
94 年 33 件，95 年 14 件と，著しく減少している。 
 school attendance と school dropouts に関する文献には，その内容から不登校と関連のな
いものも，school phobia や school refusal に関する文献よりも多く含まれてはいる。このこ











































 school phobia に関する文献は，E
RIC では 1980 年以降，80 年，90 年
の 6 件を最大として，ほとんど見い
出されない。一方，PSYCHOLOGICAL 
ABSTRACTS では，81 年 15 件，84 年
20 件，87 年 22 件と増減を繰り返しながら，次第に増加してきていたが，その後は減少し，94
年には， 1 件となった。95 年では 3 件となっている。 
 school refusal に関する文献は， 
ERIC では，school phobia と同様に， 
87 年の 4 件を最大としてほとんど見い出されない。一方 PSYCHOLOGICAL 
ABSTRACTS では，80 年以降次第に上昇し，88 年の 14 件で一度極大となった。89 年に一度減少







 Ⅲ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は，1996 年
6 月末現在，DIALOG データベースの 
ERIC および PSYCHO- 
LOGICAL ABSTRACTS(PsycINFO データベース)において検索し，不登校との関連が考えられる 19
95 年分として収録されている文献である。ここでは，日本の高等学校に対応する学年までの不
登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
 １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 33 件のうち，関連の考えられる 15 件について概観する
ことにする。ERIC では 20 件のうち 9 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，13 件のうち 6 件を
取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 12 件，英国が 2 件，カナダが 1 件である。 
  Quinn (1995)は，家族からの財政的援助を受けるという条件で，10 代の若者が規則的に登校
することを求めるウイスコンシン州の家族への学習費援助の効果を調査研究している。州の社
































  Wood ら(1995)は，オハイオ州の「学習，所得，親」計画(LEAP)による影響分析からの暫定的
な結果を，ここではまとめている。LEAP は，州規模の計画であり，妊娠し親となる 10 代の者











  ワシントンＤＣの一般会計課 (GAO)(1995)では，10 代の母親が中等教育を完了するのを援助
する「依存する子どもへの援助」計画活動(AFDC)とその取り組みを特定する研究の結果をまと
めている。データは，ニュージャージー，ニューメキシコ，オレゴン，テキサス，バーモント，
ウイスコンシンの各州を訪問して 13 の地方の計画と，15 都市の AFDC と JOBS 計画の面接から
得られたという。これらの計画の評価から，10 代の母親の登校状況が低下したときに，フォロ
ーアップを伴う親密な聴取をすることが，中等教育を完了する可能性を高める上で効果がある
























































  Vincent ら(1995)は， 105 人のその地域の統制群と公立学校に通学し宿泊施設の治療センタ













ERIC で取り上げたので，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS としては取り上げない。 
 Overmeyer ら(1995)は，学校恐怖症及び学校不安に関する診断概念に基づく登校拒否の追跡
研究を行っているが，これは，attendannce よりも school phobia で取り上げることにする。 
 ２ school dropouts に関する文献 
 1995 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，dropouts をキーワードとする文献が 15
件と 14 件取り上げられている。29 件の文献のうち，不登校との関連が考えられる 16 件につい
て概観することにする。国別ではアメリカ合衆国，アイルランド，ナミビアの文献が見られた
が，アイルランドとナミビアの文献はそれぞれ 1 件であるので，国別での分類はしない。 
  合衆国教育統計局(1995)は，1988 年の高等学校とその追跡調査および国家教育縦断的研究か
ら中途退学者と遅れて高等学校教育を修了した人たちについての報告をまとめている。90 年に
は，88 年の 8 年生(中学 2 年生)の 8%が中途退学したという。これらの人たちは，学籍に登録さ
れておらず，高等学校を修了しなかったという。92 年には， 12%が中途退学したという。80
年のハイスクール 2 年生の 84%が時を違えず卒業したという。残りの 16%の約 2/3( 10%)は，






 テキサス州教育局(1995)は，1992 年から 1993 年にかけての公立学校の中途退学報告をまと
めている。この報告書では，テキサス州の公立学校 7 年生から 12 年生(中学 1 年生～高校 3
年生)の中途退学率に関するデータを表している。最初に中途退学の報告がなされた 1987 年か
ら 1988 年以来，中途退学者数並びに中途退学率は，かなり減少してきているという。87 年か
ら 88 年にかけて中途退学率は 6.7%であったが，同様の方法で算定すると 92 年から 93 年にか
けては 3.3%であったという。現在の方法論は，中途退学率を一層正確に反映しているが，それ
によると，92 年から 93 年にかけては 2.8%であるという。この減少は，対象としている生徒全
体に対してであるが，依然としてアフリカ系アメリカ人やスペイン語系アメリカ人では中途退
学率は高いという。しかし，少数民族と白人の中途退学率の格差は 87 年から 88 年の 3.4 %か









ようであると述べている。1993 年にはおよそ 381,000 人が卒業せず学校を離れたという。10
































  Flisher と Chalton(1995)は，南アフリカ人の社会の勤労者階級での高等学校中退についての
特徴と退学に至る行動について研究をしている。ここでは，実際登校している生徒と退学者の
退学に至る行動のあらわれの比較をしている。 548 人の対象者のうち， 15%が退学したという。































  Jackson ら (1995)は，テネシー自己概念尺度が，高等学校の中途退学の危機にさらされてい
るかどうかを識別することができるかを調査研究している。対象者は，90 人の 9 年生であり，
このうち 43 人は中途退学の危機にさらされ 47 人はそうでないものとされていたという。自己
満足度の尺度の得点では，対象者の 72.22 %が，正確に分類された線形関数になったという。
さらに，対象者の 76.67%の分類をテネシー自己概念尺度から選択された 13 の因子が正確に特
定したという。  
  Bickel と Lange(1995)は,Bickel(1989)のウエストバージニア州の調査研究の方法論的な違
いと実質的な違いをフロリダ州での Bickel の研究と同様にして改善したものをまとめている。







 Einolf(1995)は, 都会の学区にある 2 つの小学校での中途退学を防ぐ指導方策を調査研究







  Flisher と Chalton(1995)は，南アフリカ人の社会の勤労者階級での高等学校の中途退学につ
いて論じているが，ERIC で取り上げたので，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS としては取り上げない。
 McNeal(1995)は，課外活動と中途退学との関連を論じているが，ERIC で取り上げたので，同
様にここでは取り上げない。 
 ３ school phobia に関する研究の概観 
 ここでは，school phobia をキーワードとする文献 5 件について取り上げる。これらのうち
 2 件が，ERIC であり，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では 3 件である。いずれのものもアメリカ
合衆国のものである。 













  Tomoda ら(1995)は，局所脳出血 (CBF)の異常と学校恐怖症の心身の兆候の関連を調査研究し







  Kearney ら (1995)は，学校恐怖症について論じているが，ERIC で取り上げたので，PSYCHO- 
LOGICAL ABSTRACTS としては記載しない。 
 Overmeyer ら (1995)は，診断概念の予後のユーティリティを決定するために，学校恐怖症の
入院患者と学校不安の入院患者の特徴と臨床過程での違いを研究したという。対象者は，学校
恐怖症の平均年齢 13.5 歳の 17 人と学校不安の平均年齢 13.3 歳の 19 人である。対象者の登校
記録，臨床的兆候，精神医学的診断，治療処置に対する反応が，入院治療の間に評価されてい
るという。26 人の対象者は，退院から平均 2.4 年の予後の評価が行われ，精神医学的兆候，登
校状況，成績が評価されたという。学校恐怖症と学校不安の対象者からの結果が比較されたと
いう。 
 ４ school refusal に関する文献 
   school refusal をキーワードに持つ文献のうち，関連の考えられる 9 件について概観する
ことにする。ERIC では 2 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，7 件が取り上げられている。国
別では，アメリカ合衆国が 8 件，日本が 1 件である。 

















 Hayward ら (1995)は，求められる治療処置に基づいては選ばれていない恐慌発作の青年期の
少女には，症例から恐慌兆候のある患者を特徴づける関連する総体的な症状があるのかどうか
を決定したという。10.3 歳から 15.6 歳の 6 年から 7 年の 713 人の少女が構造化された面接と
質問紙に答え，恐慌兆候，広場恐怖的回避，登校拒否，抑うつ状態，薬物使用についての評価





  Kearney ら(1995a)は，school phobia に関する文献として取り上げているので，ここでは取
り上げない。 











 Overmeyer ら(1995)については，school phobia に関する文献として取り上げているので，こ
こでは取り上げない。 
 
 Ⅳ おわりに 
 1995 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS における不登校に関連すると考えられる研究で
は，94 年と同様に，不登校を念頭に置いた「登校改善中途退学予防」という表現が見られなく
なっている。不登校よりも退学予防に力点を置いた研究が 90 年代では収録されてきている。 
 1995 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 20 件，school dropouts に関す
る文献が 15 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献が 2 件で
あった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関する文献が 13 件，sc
hool 
dropouts に関する文献が 14 件，school phobia に関する文献が 3 件，school refusal に関す
る文献は 7 件であった。これらの 75 件の文献の中で不登校との関連が考えられるものは，36
件であった。 
 また，1980 年から 1995 年までの不登校との関連領域に当たるキーワードについて文献数を
整理した。 4 つのキーワードに関してみると，80 年代に増加傾向にあった不登校に関連する文
献数も全体的には 92 年以降，減少傾向にあると考えることができる。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登校に関
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